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本誌Vo1.1 n0.1の厨集後記に次の文章が書かれてい ます｡
----研究会その ものを印刷によって拡大し､すべての研究者が討論に参
加できるよう花す ることも大切なことであると思われ ますO - .･-･
この趣旨に従ってこころみに (公開)質問の曙を設置す ることにしました｡
つ ま り誌上研究会の質問時間 とい うわけですO
ホイルの暗黒星雲 というSFがありました｡ 物質の発展形態 としてー あのよ
うfi:巨大Ti:単独生物がそもそ も可能か どうか知 りません｡われわれのように世
代交番制 をとって社会 を作 ることが_生物的発展の唯一の形か もLJれません ｡
しか しそれはおいて も､ この星雲 とわれわれ人類 とを､ その内部におけるイン
フォーメー ションの流れに~っいて対比 してみることは､面白い ことだと思 うの
ですO彼の神経は電磁波 でした｡それに､/7つれわれ個体に類比 してみると (こ
れは必ず し も根拠のないことでしょう)､試行錯誤にはじらいとい う観念はな
いでしょうoわれわれの場合はどうでL/串うO 発展の方策 (?) として とられ
た社会構成のため必然的に生じた諸観念が､知 識交流に際 してかえって抵抗 と
して作用している場合が何 と多いことでしょう｡口頭 とか印刷とか現甚われわ




ではボスが何のはじらい もな く愚問を出LJt若手が鋭 く追究す るという場面が
レぱしぼ見られますO 少 くと も運営が うま く行われた研究会ではそうで したO
そこでその真似を誌上でやろ うというのがこの企画です｡
口頭 とちがって帝劇による場合､スピ- ドは別 として もー 新 しい困難がある
ことは事実 です｡それは印刷物.tして残 るため､発言がそう自由には行われ な
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公開質問 ー
い ということですo ｢物性研究｣が通常の学術誌 とちがって､あくまでpfivate
corDmunica七ionの立場をとりたいのは､ その ようなこ交わ りを少 しで も除 き
たいか らでしたO
愚問 も､ そしてまた偉大な質問 も､すべてあっ てよい と思 うのですo誰かが
す ぐにで もあるいは何年か先に答えてくれ るでしょうO それ もこの薙誌に載 る
と錯結構ですO ｢あいつー あんなつまらん質問をしてやが卑｣などきお高 くと
まる､人 をこそ軽蔑す ることに して､ひとつ大いに質疑応答をやっ てみ ようでは
あ りませんかO
笑はこの轡 こ入るようなことは､ これに先行するいわゆ るt論文 'に含 まれ
るとい うのが最初の構.想でしたが､自然のお もむくところ_音の ｢物性論研究｣
的論文形蟹に退化してゆ く気配が感じとれTi:くもないと思考つれ ますOそこで殊
更にこ∴の欄 を設置して大いにあおろ うとした次笛です｡ したがって実のところ
遠 い将来 においてこのタイ トル ｢公開質問｣を撤廃 できる情 勢になることをむ
しろ期待 してい るのです9
強磁場の果てに何があるか 曾
伊 ､達 宗 行 (阪大援)
ここ数年､ 10万 ガウス程度のささやかなバ Jt,ズ強琴場を作って､あれ これ
と物性測定を試みているのだが､ 目先の小事に とらわれ て._ゆつ くt)考える間 も
ない なが ら, ときどき首をひねってい る問題があるので､ どなたか教 えていた
だきたいO.ちょっ と現実ばなれ して くるので早 ささか思考実験にふけ り過ぎる一it
といわれ るb_'もしれないが､壬の質問のポイ_ン トを列記 してみよう?
(1) 現在の時点では強喝場 とは 105-1d弓ガウネを意味しているP,yt ごく樽･
殊Ti:方法､一.琴とえは爆発現象を利用してパルス磁場のフラック子をしぼ り上 げ
ることな どを用いるとー 10'"ガウス程度を_ほんの_一瞬間作 ること笹できるら
しいDそ うす ると電子スピンがこの磁場の下 では約 0.1eV のゼ～マンエネル
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